
時間 行政区

8:00

8:30

≪安全確保行動訓練≫　8：30～

・ 「安全確保行動（シェイクアウト）」を実施し、自分の身を守る行動を確認

9:00 ≪一時避難場所に参集≫　9：00ごろ～

1 安否確認、被害情報の伝達及び取りまとめ方法について確認（資料１）

・ 安否確認、被害情報の伝達及び取りまとめ方法を区内で確認

・ 消防団波無線を使用し、市に安否確認報告（訓練参加者数）を行う

2 「行政区における防災訓練のポイント」等の確認

・ 「行政区における防災訓練のポイント」4項目について説明（資料２）

・ 簡易トイレの使用方法について説明（資料３）

・ マイ・タイムライン（わが家の災害時行動計画）の作成の確認（様式１）

3 区の防災備蓄品の確認、点検

・ 区で持っている防災備蓄品等の確認、資機材の点検を行う

4 初期消火の訓練

・ 消防団指導のもと、消火器及び消火栓の使用方法について確認

※開栓すると水道水が濁るため、開栓はせずに使用方法の説明

10:00 1 地震災害における行政区の初動対応の確認

・ 行政区の初動対応と消防団の連携について確認（資料4）

2 行政区役員と避難所運営委員（3人）、消防団役員で指定避難所に移動開始

（指定避難所には必ず10：00以降の移動で！）

3 行政区の一時避難場所から指定避難所までの避難経路、危険箇所を確認

4 様式2の網掛け部分に区の訓練参加者数を記入し、指定避難所の市職員に提出

5 指定避難所内の配置、備蓄倉庫の位置の確認

11:00

12:00 防災訓練終了
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時間 消防団

8:00

8:30

≪安全確保行動訓練≫　8：30～

「安全確保行動（シェイクアウト）」を自宅で実施し、自分の身を守る行動を確認

≪消防団詰所参集≫　8：40ごろ～

詰所に参集し、部の団員の所在確認及び参集状況を分団消防主任に報告

9:00
≪区長・区役員が参集している場所に消防団も参集≫　9：00ごろ～

1 管轄区域の被害情報等の収集、伝達訓練

・ 消防団波無線を使用し、分団本部へ各区の安否情報（訓練参加者数）を報告（資料１）

・ 分団本部は、各部からの情報を集約し、団波無線で本団本部へ報告

・ 本団本部は、各分団本部からの情報を集約し、災害対策本部に報告

2 「行政区における防災訓練のポイント」等の確認

・ 「行政区における防災訓練のポイント」4項目について確認（資料2）

・ 簡易トイレの使用方法を確認（資料3）

・ マイ・タイムライン（わが家の災害時行動計画）の作成について確認（様式１）

3 消防団の防災備蓄品の確認、点検

・ 消防団で持っている防災備蓄品等の確認、資機材の点検を行う

4 初期消火の訓練

・ 消火器及び消火栓の使用方法について、区民に説明

※開栓すると水道水が濁るため、開栓はせずに使用方法の説明を行う。　

10:00 1 地震災害における行政区の初動対応の確認

・ 行政区の初動対応と消防団の連携について確認（資料4）

2 行政区役員と避難所運営委員（3人）、消防団役員で指定避難所に移動開始

（指定避難所には必ず10：00以降の移動で！）

3 行政区の一時避難場所から指定避難所までの避難経路、危険箇所を確認

4 様式2の網掛け部分に区の訓練参加者数を記入し、指定避難所の市職員に提出

5 指定避難所内の配置、備蓄倉庫の位置の確認

11:00

・ 上記終了後は、各分団の指示に従う。

12:00 防災訓練終了
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